



















7。  「子ども・家族中心の在宅ケアの充実に向けて」講演会 12011.3.6開イ樫ll) 日演I「子ども/家族中心の在宅ケア」講師 :奈良間美保先生2) 日演Ⅱ「院内および院外連携による退院調整の実際」講師 :牧内明子先生3) 質疑応答
4) アンケート結果
8. 平成22年度長野県看護大学研究集会抄録9. 「慢性疾患をもつ子どもや家族に関する事イダll検討会」 Qoll.12.17開催)10, 外来看護実践モデルの試案の検討
11. 平成23年度長野県看護大学研究集会抄録
セルフヘルプグループヘの支援
1。 第12回アトピニ・ァレルギーをもつ子どもと親と支援者の集まり「雑穀とアレルギー ～ぉはなしと調理実習～」 ⑫o10,2.27開催)1) 講演会資料
2) アンケート結果
2.第13回アトピー ・ァレルギーをもつ子どもと親と支援者の集まり「乳幼児期の親子支援」 9oll.1.22開催)1) アンケート結果


































































の の ふ 、3)子どもの成長に伴う変化を
見据えた看護師のかかわりが大切である。また、これらのことを実践するためには、4)子どもと家族






























































































量的研究   H件(自由記述は K」法)
質的研究   H件(内容分析 8件、事例検討 1件、GTA 2件)
文献検討   2件
現在の文献数 件 (,ち |まイよと ん ど同 じ 内容 文 献 )24 3つ の
[抄録]
医療的ケアを要する子どもの家族と外来看護師 口専門職者とのかかわりに関する研究
























































































まとめてサブカテゴリー ,カテゴリー 化 (以下,<サブカテゴリー >,【カテゴリー 】,















































レ】クヽだ〃▲ スらなレ珍蒻 ちのだやつぱクね.夕衰緒 ιて鶴 的イこ見れノⅨヽク上方み
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これまでの我々 の先行覇究ては、■霞凛者は、寂族とのかかわりに戸感いや困建を患していても、家族とのパー トサー シップを形虚するための働きかけや専門職を聞の協
鶴・逸携がされにくい現状が明らかになった。子どもや家族への吏なる支援のためには さら1=具体的な事例を重して、■監礁者と家族のそれぞれのかかわりの内容やニー


























































































































































































































































ネ 家族へのアプロー チ方法についての考え 等
































































結果 :事例1日鬱園B 「 」サブカテゴリー
Ⅲ 子どもへの想い



















































































































































































































講師 :奈良間 美保先生 (名古屋大学医学部保健学科 教授)
座長 :安田 貴恵子 (長野県看護大学)
講演Ⅱ:「院内および院外連携による退院調整の実際」
講師:牧内 明子先生(長野県立ことも病院 患者・地域支援室 師長)






開会挨拶  内田雅代 (長野県看護大学)
開催日時 :平成 23年3月6日(日)   開場 :13:00  開会 :13:30
講演I 講師 :奈良間 美保 先生




















































頼 3‐益 オ孝Ⅲ lれヽ
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, 0このようなアプロー チによって、:  健康状態の改善:  資源の効果的な配置:  患者と家族の満足度の向上 を導く
―中心前勝旧倉―












































































































(    ):
(    ):
家族の受けとめ __ユ___旦
(    ):





家族の受けとめ   月   日
(    ):
(    ):






















































家族の受けとめ   月   日(    ):(    ):




□吸引機 (機種:   )
□在宅怪曽榮養法 (テュープ :
□その他
医機的ケアの説明 (DL ) 
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翼君種 F,に取 り無 み た し
撫諦名
取り義1みたくない





































































































































































































































































参力日者:19人+関係者 6人 計 25人  アンケート回収 18枚(回収率:94.7%)
1.参加者の属性
看護師 9人, 保健師 2人, 教員 2人, 学生 5人
2.今回の集まりをどこからお知りになりましたか。
チラシ 15人(大学内 3人、教員より 2人、職場 6人、記載なし 4人






とてもよかつた 14人 、 どちらかといえばよかつた 4人
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参加者:33家族  アンケート回収 27枚(回収率:81.8%)
1.所属
アトピ ・ーアレルギーをもつ子どもの母親:16名 , アトピーを持つ家族 :1名 , 看護師:2名
その他中●保育園調理師 1名,薬種商 1名,自然食品店 1名,記載なし5名














































































































































★ たんぽぽの会 渋谷陽子 TEL:0265-72-6052
★ 長野県看護大学小児看護学講座 TEL/FAX:0265-81-5184・1 6




参加者 :大人 18名、子ども5名  アンケート回収 2枚(回収率:11.1%)
1.所属 (重複回答)
アトピ ・ーアレルギーをもつ子どもの母親:2名 , 保育士:1名































:拳轟 峯警 攀 、粋 韓i:■覇
日時 :2012年二月21日(土) 10■5～11:50



























★ たんぽぽの会 渋谷陽子 TEL:0265-72-6052
☆ 長野県看護大学小児看護学分野 TEL/FAX:0265-31-5184・5186
内田雅代 竹内幸江 白井史 足立美紀 高橋百合子
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大脇百合子(研究代表者)内田雅代 足立美紀 白井史 竹内幸江
長野県看護大学地域看護学講座
安田貴恵子







































大脇百合子(代表)内田雅代 足立美紀 白井史 竹内幸江
長野県看護大学地域看護学講座
安田貴恵子
































大脇百合子(研究代表者)内田雅代 足立美紀 白井史 竹内幸江
長野県看護大学地域看護学講座
安田貴恵子
〒399-4■7駒ヶ根市赤穂 1694 TEL 0265-8卜5186
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1資料6
面接ガイ ド (看護師)
調査実施前の配慮・調整
研究依頼文にて調査協力が得られた方のみ調査を行う。
研究協力者と面接日時、場所の調整をする。
面接前に、研究の趣旨、方法、面接内容、倫理的配慮等について再度説明し、同
意書2枚にサインを得る。1枚は協力者に渡し、もう1枚は研究者が保管する。
環境
対象者の職場か、職場の近くで対象者が指定する場所で行 う。
静かでプライバシーが守れる場所 (できれば個室)を選択する。
3.面接の進め方
。1時間程度とする。
・許可が得られればICレコーダーに録音する。
【面接項目】
① OOさん家族と関わり始めたのはいつからで、どのような場面で関わつています
か ?
・ 外来に受診される頻度と内容
。 主にあなたが関わつているのは誰か
。 あなたが関わつている内容と外来で気にかけている点 (外来の際にOOさん家
族について何を観察したり、確認したりしているか)
② OOさん家族に関わる時に、普段、心がけていることはなにかありますか?
・ 心掛けている対象とその内容
・ 心掛けようと思われたきつかけや理由
③ OOさん家族とどのような関係だと思われますか?
・ どのような関係だと思つているか
。 パー トナーシップがとれているか
。 とれていれば、どのように
。 とれていなければ、なぜそう思うのか
④ 今まで○○さんの家族に関わつてきた中で、印象に残つている出来事や関わりがあ
れば、具体的にお聞かせください。
。 いつ、誰に、どのように関わつたのか
。 そのときの家族の様子や反応
2
。 その関わりを介入しようとしたきつかけは何かあったのか
。 きつかけとなった家族の様子とそこから家族のニーズをどう提えたのか
。 その時にあなた (外来看護師)以外に関わつた職種はいるか
⑤ 現在のOOさん家族のニーズ、求めている援助はどのようなことだとお考えです
か ?
。 どのような家族の様子からどのようにニーズを捉えたか
⑥ 今後、OOさん家族からどのような援助を求められていくと思いますか?
。 今後の家族のニーズをどのような事柄からどうとらえているか
。 今後どのように関わつていこうと思つているのか
⑦ 普段、OOさん家族にはあなた (外来看護師)以外でどのような職種の方が関わつ
ていますか?それぞれの職種がどのようにOOさん家族に関わつているか教えてく
ださい。
。 それぞれの職種について関わりの内容と頻度
③ 多職種の方が関わる中で、他職種間の連携や情報共有はどのようにされています
か?また、OOさん家族と多職種の方、他職種の方同士の調整は誰がどのようにさ
れていますか?
・ 情報共有の方法について
。 誰がどのような場面でどのように調整しているか (家族も含めて)
・ ケア会議を開いたことはあるか、あればその目的と参加者、そのときの調整役
|ま言佐か
。 多職種の中でのあなた (外来看護師)の役割は何か
⑨ 多職種協働、連携の中で、困難に感じていることはありますか?
・ 困難に感じる内容
・ 困難に感じている理由、原因 (システム的なこともあれば)
⑩ あなたの看護師経験年数、小児看護経験年数、外来経験年教、小児科外来経験年数、
年代を教えてください
4.調査後のフォロー
・面談に関することや何か話 しをしたいときには研究者に連絡してもらう。
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1資料7
面接ガイド (家族)
調査実施前の配慮・調整
研究依頼文にて調査協力が得られた方のみ調査を行う。
研究協力者と面接同時、場所の調整をする。
面接前に、研究の趣旨、方法、面接内容、倫理的配慮等について再度説明し、同
意書2枚にサインを得る。1枚は協力者に渡し、もう1枚は研究者が保管する。
環境
対象者の自宅か通院先の病院、自宅の近くで対象者が指定する場所で行 う。
静かでプライバシーが守れる場所 (できれば個室)を選択する。
3.面接の進め方
。 1時間程度
。 とする。
・許可が得られればICレコーダーに録音する。
【面接項 目】
① フェイスシー トとして、
・ 家族構成員、それぞれの年齢、それぞれの現在の体調
。 誰が主に子どもの世話をしているのか、その他にお世話に入る人は誰か、それぞれ
の人と子どもの続柄
・ 子どもの病名
。 これまでの経過 (ライフイベント、印象に残つている出来事、関わつている専門職
者、利用している医療福祉サービス)
② 外来通院の状況を教えてください。
・ いつから通院しているか、外来通院の頻度、外来での受診の内容
・ 通院先で関わる医療職者は誰か
。 それぞれの人との関わりをどのように感じているか
。 特に、外来看護師との関わりをどのように感じているか
③ 外来での出来事で印象に残つていることがあつたらお話しください。
。 その出来事の内容、およびそれをどのように感じていたか、その理由
・ その出来事には、どのような専門職者やサービスが関わつていたのか、またはどの
ような専門職者やサービスが関わるとよいと思つていたのか
・ 外来看護師はその時どのような関わりをしていたか、その関わりをどのように感じ
2
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たか
④ お子さんやご家族へ関わつている専門職者や、お子さんやご家族が利用されている医療
福祉サービスを利用し始めたそれぞれのきつかけはなんですか?
。 その利用内容
・ 紹介の場合、誰が紹介してくれたのか。紹介後の調整は誰が行ったのか
。 自ら家族が調整を行つていた場合、そのことをどのように感じているか
。 専門職者の関わりや医療福祉サービスの利用により、お子さんやご家族へどのよう
な影響、変化があつたと感じているか
⑤ 何か子どものこと、自分のこと、家族のこと、利用サービスのことなど悩みがあつたと
きに相談できる相手はいますか?
。 相談者は誰か
。 その相談相手に対して、それぞれどんな内容を相談するのか
。 その相手に相談をする理由
⑥ 現在、お子さんやご家族、自分自身がもつとこうあればいいとかこうして欲しいと思つ
ていることイまありますか?
。 その内容や理由
。 それに対しどんな専門職者や医療福祉サービスの関わりを望んでいるか
。 特に外来看護師の関わりで望む内容とその理由
⑦ 今後、お子さんや家族、自分自身がこうなるとよい、こうしていきたいと思つているこ
とはありますか?
。 そうなるために、どのようなサービス、専門職者が関わればよいと思つているか
。 サービスや専門職者に対して、誰が調整をするとよいと思つているのか
4.調査後のフォロー
・面談に関することや何か話しをしたいときには研究者に連絡してもらう。
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